
原⽥つむぎ
1993年⽣まれ、福島県伊達市（旧梁川町）出⾝。
⽇本⼤学芸術学部演劇学科演技コース卒業。
⼤学⼊学から東京を中⼼に俳優（たまに⾐裳）
として演劇に関わり、現在も東京やその他地域を
⾏き来しながら継続中。

2023年より国⾒町地域おこし協⼒隊に着任。主に
①Instagram企画のディレクション・出演
②商店街空き店舗の活⽤
③演劇を通じたまちづくり
をメインに活動中。

東京デスロック/ヌトミック所属（俳優）
⽇本⼤学芸術学部演劇学科⾮常勤講師（⾐裳）



主な活動①

国⾒町公式Instagramの運⽤



国⾒町公式Instagram
『ふたつの空と、いくつもの私と、』

企画・ディレクション・出演

2023年8⽉〜
のんびり続けています。



投稿例

投稿の1枚⽬では⽬を引く写真、
2枚⽬ではつむぎのコメントを記
載。個⼈の感想を添えることで表
⾯的な紹介ではなく親近感を持っ
てもらえる投稿にしています。



町内の⽅との交流の様⼦を収めることもあります！
最後のページでは、取材先の所在地や連絡先等を記載しています。

投稿例



最終的には冊子にして保存版に。

Instagramは若者向けですが、紙媒体にすることで対象年齢を広げました。
現在、夏・秋に撮影・投稿したものを紙冊⼦にまとめ、町内で
無料配布しています。

地域おこし協⼒隊 伊藤愛さんが
冊⼦デザインをしました！





トライ中

②商店街空き店舗の活⽤

③演劇を通じたまちづくり



現在、藤⽥商店街にある空き店舗を借りています。
リノベーションして、⼩さなカフェやギャラリーを併設した

気軽にアートに触れられるコミュニティスペースを
作りたいと考えています。



「ふつふつ」は、藤⽥商店街にある元クリーニング屋さんの空き店舗。
ふつふつと湧き上がる、好奇⼼やアイディアを広げていく／喜びを共有する／怒りや悲しみ
を無視しない。どんな感情や状態も⼤切にできる場所になることを願って名付けました。

・勢いがあるようにも、ゆっくりぽつぽつ変化しているようにも思える「ふつふつ」という
⾔葉のように、この場所に関わる⽅々がそれぞれのペースで使っていただける場所を⽬指し
ます。さまざまな芸術や⽂化などにいつでも触れることができ、⾃らが気軽に表現できる、
国⾒町の新しい憩いの場になりますように。

スペース ふつふつ（仮）

・ちいさな発表の場になること（町の⼈も、協⼒隊なども）
・全国から情報が集まること／多様な価値観に触れられること
・勉強会や読書会、WSなど学びと遊びの場になること
・国⾒町の事をもっと知れる場所になること
（観光案内所の役割や、演劇部等の活動を通して国⾒のことを考える）
・ただいられる場所であること
・コミュニティ（またはそれ未満）を必要とする⼈たちが
ここに来ればとりあえず⼤丈夫と思える場所に



年明けから演劇部を始めました！



2024年2⽉ 空き家からはじまる国⾒のミライ



「くにみ案内⼈」でのワークショップ ＠あつかし歴史館



2024年8⽉ ヌトミック寄席 夏 国⾒町公演


